
　相模原市では、相模総合補給廠一部返還地に
ついて、まちづくりのコンセプトを始め、導入機
能や基盤等の整備の方向性など将来のあるべき
姿を示した、「相模原駅北口地区土地利用計画」
を令和７年８月に策定し、10月には土地の所有
者である、国（関東財務局）へ提出しました。
　今後は、本計画に沿った土地の処分及び土地
利用が図られるよう、必要な基盤整備と並行し
て、用途地域、地区計画などを含む都市計画決
定に向けて、国を含めた関係機関との協議を進
めます。

本計画では、まちづくりのコンセプトとして、多様な交流が新たな価値をうみだす「グリーン
×ライフ×イノベーション　シティ」を掲げており、この３つの要素が融合したまちづくりを進
めることとしています。
業務・商業・居住・交流ハブのエリアをそれぞれ配置し、業務系の用途に重点を置きながら、

にぎわいのある街を形成していきます。

相模原駅北口地区土地利用計画が策定されました！
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　相模原駅北口地区の土地利用計画が策定され、小田急多摩線
の延伸の実現が、大きく前進できたと考えております。
　これからも、長期的な取り組みが必要となりますので、地域・
市民の皆さまからの一層のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。

発行／小田急多摩線延伸促進協議会
　　　（平成14年９月発足）

COME TRUE とは、「実現する、本当になる」
という意味を持つ言葉です

～第23号～

令和８年３月

小田急多摩線延伸にどんな効果があるの？
小田急多摩線の延伸とは、唐木田駅から町田市、

相模原駅を通り上溝駅まで、更には田名地区を経
由して愛川・厚木方面に延伸する計画です。

小田急多摩線が延伸する
ことで、都心とのアクセス
向上が図られ、相模原駅に
もにぎわいが生まれること
となり、相模原駅北口地区
のまちづくりとの相乗効果
が図られます。
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※計画の詳細は市ホームページをご覧ください。
　https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/koikikoryu/sagamihara/1028021/1033744.html



「小田急多摩線延伸促進活動」を応援しています。

相模原市自治会連合会、各地区自治会連合会（小山、清新、横山、中央、星が丘、大野北、大沢、田名）、相模原商工会議所、
相模原市商店会連合会、相模原中央商店街協同組合、相模原東商店会、さがみ夢大通り商店会、西門商店街、南橋本商栄会、
矢部商工みどり会、田名商工連盟、高校通り商栄会、水郷田名観光協会、田名財産管理委員会、田名地区公共交通整備促進
協議会、相模原青年会議所、相模原市農業協同組合、東京地方税理士会相模原支部、神奈川県社会保険労務士会相模原支部、
サーティーフォー交通株式会社

小田急多摩線延伸促進協議会構成団体　（27団体）

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026823/toshikotsu/1004835/1004842/1004844.html
多摩線延伸協議会議会 検 索【小田急多摩線延伸促進協議会の概要】

令和７年度 小田急多摩線延伸促進協議会活動報告

延伸の早期実現に向けて地域の声を届けるため、小
田急多摩線の延伸を促進する住民団体（６団体）で「小
田急多摩線延伸の早期実現」に関する要望活動を行いま
した。

今年度は本協議会として初めて東京都へ要望を行っ
たほか、神奈川県、相模原市、町田市、小田急電鉄株
式会社に対しても要望を行いました。

子どもから大人まで地域の皆さんに
「小田急多摩線の延伸」について広く
知っていただくため、令和７年４月に
開催された「第52回 相模原市民桜まつ
り」において、本協議会のブースを設
置し、パネルの展示や延伸ニュースの
配布など、小田急多摩線の延伸に関す
るPR活動を実施しました。

当日は、ブースで走らせていた鉄
道模型に多くのお子さんが釘付けに
なり、多くの方にお越しいただきま
した。

沿線市町村議員で構成する「小田急多摩線延伸を促進
する議員連盟」の勉強会に参加させていただき、令和４
年に開業した神奈川東部方面線の事業について、横浜
市より講演いただきました。

要望活動を実施しました

勉強会に参加しました

市民桜まつりでPRを実施しました

相模原市への要望 神奈川県への要望


